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講義授業

授業の実施形態

授業のテーマ

授業の内容

到達目標

授業計画

知的障害児の心理・生理・病理 渡邉　雅俊

たまプラーザ 2025年度集中、2026年度集中 集中講義 2単位

対面型授業

特別支援学校教諭を目指すために必要な知的障害のある幼児、児童生徒、青年の心理及びその発達過程の支援方法を解説す
る。

教員として、知的障害のある児童生徒に関わる時にどのように理解すればよいのか、心理学の知見に基づいて解説する。ま
た、その理解に基づいた教育実践のあり方について、具体的な事例を映像資料などで紹介しながら、学生と一緒に考えてい
く。なお、この講義は久野建夫兼任講師とのオムニバスで実施する。

知的障害のある児童生徒、青年の心理及びその発達過程を正しく理解し、それに基づいた支援の方法を習得する。

第1回

「オリエンテーション」授業概要と評価方法、知的障害のある児童生徒について学ぶ意義を解説する。

【事前学習　10分】
⇒ウエブや専門書で当該テーマに関して予習する。
【事後学習　60分】
⇒講義資料とノートから関心のあった事項について、探究する。

第2回

「知的障害の基礎」医学的・心理学的概念と定義について解説する。

【事前学習　10分】
⇒ウエブや専門書で当該テーマに関して予習する。
【事後学習　60分】
⇒講義資料とノートから関心のあった事項について、探究する。

第3回

「知的障害児の学校教育」学校教育制度の概要について解説する。

【事前学習　10分】
⇒ウエブや専門書で当該テーマに関して予習する。
【事後学習　60分】
⇒講義資料とノートから関心のあった事項について、探究する。

第4回

「自閉症を伴う知的障害児の心理と支援」自閉症の心理と支援の要点について解説する。

【事前学習　10分】
⇒ウエブや専門書で当該テーマに関して予習する。
【事後学習　60分】
⇒講義資料とノートから関心のあった事項について、探究する。

第5回

「ダウン症・てんかんを伴う知的障害児の心理と支援」ダウン症とてんかんの特徴と、それらの心理的特徴、支援方法につい
て解説する。

【事前学習　10分】
⇒ウエブや専門書で当該テーマに関して予習する。
【事後学習　60分】
⇒講義資料とノートから関心のあった事項について、探究する。

第6回

「知的障害児の発達」発達段階毎の特徴とそれに応じた支援方法について解説する。

【事前学習　10分】
⇒ウエブや専門書で当該テーマに関して予習する。
【事後学習　60分】
⇒講義資料とノートから関心のあった事項について、探究する。

第7回

「知的障害児の知能と思考」思考のメカニズムとそれによる思考の特徴及び支援方法について解説する。

【事前学習　10分】
⇒ウエブや専門書で当該テーマに関して予習する。
【事後学習　60分】
⇒講義資料とノートから関心のあった事項について、探究する。



授業計画の説明

授業時間外の学習方法

受講に関するアドバイス

成績評価の方法・基準

評価方法 割合 評価基準

注意事項

第8回

「知的障害児の性格と自己理解」性格の形成過程と自己理解の特徴と、それに応じた支援方法を解説する。

【事前学習　10分】
⇒ウエブや専門書で当該テーマに関して予習する。
【事後学習　60分】
⇒講義資料とノートから関心のあった事項について、探究する。

第9回

「知的障害児の言葉とコミュニケーション」言葉の発達やその獲得過程、それに応じた支援方法を解説する。

【事前学習　10分】
⇒ウエブや専門書で当該テーマに関して予習する。
【事後学習　60分】
⇒講義資料とノートから関心のあった事項について、探究する。

第10回

「知的障害児の認知と学習」認知発達と学習支援について解説する。

【事前学習　10分】
⇒「知的障害児の認知と学習」認知発達と学習支援について解説する。
【事後学習　60分】
⇒講義資料とノートから関心のあった事項について、探究する。

第11回

「知的障害児の対人関係」コミュニケーションの特徴と関わり方について解説する。

【事前学習　10分】
⇒ウエブや専門書で当該テーマに関して予習する。
【事後学習　60分】
⇒講義資料とノートから関心のあった事項について、探究する。

第12回

「知的障害児のキャリア発達」進路や就労に対する意識の特徴と支援方法について解説する。

【事前学習　10分】
⇒ウエブや専門書で当該テーマに関して予習する。
【事後学習　60分】
⇒講義資料とノートから関心のあった事項について、探究する。

第13回

「知的障害児と性・恋愛・結婚」性・恋愛・結婚に関する心理的特徴と支援方法について解説する。

【事前学習　10分】
⇒ウエブや専門書で当該テーマに関して予習する。
【事後学習　60分】
⇒講義資料とノートから関心のあった事項について、探究する。

第14回

「知的障害児と家族」保護者やきょうだいの心理と支援方法について解説する。

【事前学習　10分】
⇒ウエブや専門書で当該テーマに関して予習する。
【事後学習　60分】
⇒講義資料とノートから関心のあった事項について、探究する。

第15回

「講義のまとめ」講義全体を振り返り、知的障害児の教育の課題とそれに対する心理学的知見の適用可能性について解説す
る。

【事前学習　10分】
⇒ウエブや専門書で当該テーマに関して予習する。
【事後学習　60分】
⇒講義資料とノートから関心のあった事項について、探究する。

知的障害児の心理・病理・生理について、前半は基礎的な内容、後半は心理とそれに応じた支援の方法といった実践的内容
に配分している。

知的障害児に関するウエブサイトや専門書を読むようにしてください。

特別支援学校や特別支援学級における知的障害児の適切な指導方法を考えながら受講していください。

平常点 100% 毎回の講義でコメントペーパーを提出し、記述内容が講義内
容の十分な理解に基づくものになっている。

0% 特になし。

集中講義なので、欠席しないよう注意すること。



実務経験に関する記載

教科書・参考文献等

教科書

スクールカウンセラーや障害者就労支援の心理職としての経験から、知的障害のある児童生徒の心理の理解を講義する。

教科書は使用しない。講義中に参考となる図書を紹介することがある。


